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6．様似軌道の車両について 

現時点で確認できている様似軌道の車両を機関

車、トロリー、その他に分類した。最終的な車両の

在籍数は不明だが、トロリーだけでもかなりの数が

いたものと思われる。 

先述した通り、様似軌道では昭和 4 年 8 月に

J.A.Maffei A.G.社から60馬力の10t級ディーゼル

機関車を購入していた。この機関車はエンジンで後

部の円盤を動かし、サイドロットを用いて3軸の動

輪を動かして走行する形式となっている。車体も一

つ目を思わせるような中央部の窓があり、国内では

見かけない輸入機らしい見た目をしている。図 13

は様似郷土館に残っていた図面で、現車とは屋根の

Rなど異なる箇所があるものの、機関車の姿を伝え

る貴重な資料となっている。表2は『樣似軌道ニ就

テ』で確認できた機関車の主要諸元であり、購入時

期や大まかなサイズもこの資料によって明らかに

なった。 

同型の機関車は国内に1台も現存していないが、

『機関車表』によると物産会社(三井物産と推測)が

同型を輸入しており、国内会社で使われた個体が他

にもあったことがわかる。一例として「南樺太奥地

の産業軽便鉄道(その10) 王子製紙(株)保恵事業所

の雪上運材軌道」『鉄道ジャーナル』によると樺太の

保恵の林業鉄道において2台の同型機関車が用いら

れた記録がある。また、 『機関車表』で「5914 1930-

00-00 Dt C(762) D．Bussan AG, nach Otaru」と表

記されている製造番号 5914 が様似軌道で用いられ

ていた個体だと考えられる。(沖田：2014) 

後年列車の増発のために導入された加藤製作所

の機関車(90 馬力)は、『加藤製作所機関車図鑑』を

用いて調べたが、情報を確認出来なかった。戦前の

機関車であり、製番リストからも漏れていることが

原因である。「KATO WORKS SHINAGAWA TOKYO」の陽

刻が写真10から確認できること、昭和10年頃に撮

影されたという写真があることから昭和 13 年以前

の機関車に該当し、台枠の形状から 7t 機関車だっ

たのではないかと推測する。 

J.A.Maffei社のディーゼル機関車は昭和16年以

降に上芦別営林署に売却されたと伝わる。加藤製作

写真10 加藤製作所のガソリン機関車 

(様似郷土館所蔵) 

写真9 マッファイ社のディーゼル機関車 

(様似郷土館所蔵) 

図13 『六輪連結デーゼル機関車』 

(様似郷土館所蔵) 

種類 重量 ⻑さ 高さ 幅 回転 馬力
重油機関車 拾噸 4700㎜ 3000㎜ 1900㎜ 1500㎜ 800/h 60HP サイドロット式

年月 価格 経 衝程
昭和4年8月 18,000円 135m 190㎜ 四輪ブレーキ6㎞/h、10㎞/h、15㎞/h

速度
4

連動装置

制動機
購入

ディーゼル機関車 大きさ
軸心距離

機関

気筒

表2 マッファイ社のディーゼル機関車主要諸元 

(『樣似軌道ニ就テ』) 
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所のガソリン機関車はその後も様似軌道で活躍し、戦争の激化に伴い陸軍に様似軌道ごと徴用されて軍用

木材の輸送に使われた。戦後は軌道撤去に用いられ、レールと共に売却されたとされる。 

 

 様似軌道では 2 種類のトロリーを用いていたことが、今回の調査で判明した。分類については「日本の

森林鉄道用車両について」を用いて記述していく。写真11は丸太用トロリーで、小熊の分類によると「組

立てボギー式」に該当する。これはドイツやオーストリアの森林鉄道や軍用鉄道でも用いられていたもの

で、日本では日露戦争当時にドイツから輸入した軍用軽便鉄道貨車が始まりとされ、森林鉄道においては

津軽森林鉄道で使用され始め幹線森林鉄道の基本となった。台枠は木製で一般的な運材台車同様の支持構

造物が設置されており、ボギー台車のように2両1組で長い丸太を載せることが出来る。 

 

写真12の木炭用トロリーは、小熊の分類によると「豆トロリー」に近いが、一部逆勾配もある様似軌道

では自力で下る用途には用いられていないと考えられる。木炭を入れた袋を満載しているが、平台車のよ

うな構造で 1 両ずつの使用が可能となっている。この写真では用いられていないが、側面にある金具に角

材を差し込むことで積み荷を安定させるような機構も確認できる。丸太用トロリーは『トロリー設計圖(縮

尺八分之一)』(図14)、木炭用トロリーは『トロリー設計圖(縮尺拾分之一)』(図15)に対応する。 

最後に客車か緩急車かわからないが、有蓋車に窓を設けたような形態の車両が少なくとも 1 両在籍して

写真12 木炭用トロリー(様似郷土館所蔵) 写真13 様似軌道で用いられた客車(様似郷土館所蔵) 

写真11 丸太用トロリー 

(様似郷土館所蔵) 

図14 『トロリー設計圖(縮尺八分之一)』 

(様似郷土館所蔵) 
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6．様似軌道の車両について 

現時点で確認できている様似軌道の車両を機関

車、トロリー、その他に分類した。最終的な車両の

在籍数は不明だが、トロリーだけでもかなりの数が

いたものと思われる。 

先述した通り、様似軌道では昭和 4 年 8 月に

J.A.Maffei A.G.社から60馬力の10t級ディーゼル

機関車を購入していた。この機関車はエンジンで後

部の円盤を動かし、サイドロットを用いて3軸の動

輪を動かして走行する形式となっている。車体も一

つ目を思わせるような中央部の窓があり、国内では

見かけない輸入機らしい見た目をしている。図 13

は様似郷土館に残っていた図面で、現車とは屋根の

Rなど異なる箇所があるものの、機関車の姿を伝え

る貴重な資料となっている。表2は『樣似軌道ニ就

テ』で確認できた機関車の主要諸元であり、購入時

期や大まかなサイズもこの資料によって明らかに

なった。 

同型の機関車は国内に1台も現存していないが、

『機関車表』によると物産会社(三井物産と推測)が

同型を輸入しており、国内会社で使われた個体が他

にもあったことがわかる。一例として「南樺太奥地

の産業軽便鉄道(その10) 王子製紙(株)保恵事業所

の雪上運材軌道」『鉄道ジャーナル』によると樺太の

保恵の林業鉄道において2台の同型機関車が用いら

れた記録がある。また、 『機関車表』で「5914 1930-

00-00 Dt C(762) D．Bussan AG, nach Otaru」と表

記されている製造番号 5914 が様似軌道で用いられ

ていた個体だと考えられる。(沖田：2014) 

後年列車の増発のために導入された加藤製作所

の機関車(90 馬力)は、『加藤製作所機関車図鑑』を

用いて調べたが、情報を確認出来なかった。戦前の

機関車であり、製番リストからも漏れていることが

原因である。「KATO WORKS SHINAGAWA TOKYO」の陽

刻が写真10から確認できること、昭和10年頃に撮

影されたという写真があることから昭和 13 年以前

の機関車に該当し、台枠の形状から 7t 機関車だっ

たのではないかと推測する。 

J.A.Maffei社のディーゼル機関車は昭和16年以

降に上芦別営林署に売却されたと伝わる。加藤製作

写真10 加藤製作所のガソリン機関車 

(様似郷土館所蔵) 

写真9 マッファイ社のディーゼル機関車 

(様似郷土館所蔵) 

図13 『六輪連結デーゼル機関車』 

(様似郷土館所蔵) 

種類 重量 ⻑さ 高さ 幅 回転 馬力
重油機関車 拾噸 4700㎜ 3000㎜ 1900㎜ 1500㎜ 800/h 60HP サイドロット式

年月 価格 経 衝程
昭和4年8月 18,000円 135m 190㎜ 四輪ブレーキ6㎞/h、10㎞/h、15㎞/h

速度
4

連動装置

制動機
購入

ディーゼル機関車 大きさ
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表2 マッファイ社のディーゼル機関車主要諸元 

(『樣似軌道ニ就テ』) 
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所のガソリン機関車はその後も様似軌道で活躍し、戦争の激化に伴い陸軍に様似軌道ごと徴用されて軍用

木材の輸送に使われた。戦後は軌道撤去に用いられ、レールと共に売却されたとされる。 

 

 様似軌道では 2 種類のトロリーを用いていたことが、今回の調査で判明した。分類については「日本の

森林鉄道用車両について」を用いて記述していく。写真11は丸太用トロリーで、小熊の分類によると「組

立てボギー式」に該当する。これはドイツやオーストリアの森林鉄道や軍用鉄道でも用いられていたもの

で、日本では日露戦争当時にドイツから輸入した軍用軽便鉄道貨車が始まりとされ、森林鉄道においては

津軽森林鉄道で使用され始め幹線森林鉄道の基本となった。台枠は木製で一般的な運材台車同様の支持構

造物が設置されており、ボギー台車のように2両1組で長い丸太を載せることが出来る。 

 

写真12の木炭用トロリーは、小熊の分類によると「豆トロリー」に近いが、一部逆勾配もある様似軌道

では自力で下る用途には用いられていないと考えられる。木炭を入れた袋を満載しているが、平台車のよ

うな構造で 1 両ずつの使用が可能となっている。この写真では用いられていないが、側面にある金具に角

材を差し込むことで積み荷を安定させるような機構も確認できる。丸太用トロリーは『トロリー設計圖(縮

尺八分之一)』(図14)、木炭用トロリーは『トロリー設計圖(縮尺拾分之一)』(図15)に対応する。 

最後に客車か緩急車かわからないが、有蓋車に窓を設けたような形態の車両が少なくとも 1 両在籍して

写真12 木炭用トロリー(様似郷土館所蔵) 写真13 様似軌道で用いられた客車(様似郷土館所蔵) 

写真11 丸太用トロリー 

(様似郷土館所蔵) 

図14 『トロリー設計圖(縮尺八分之一)』 

(様似郷土館所蔵) 
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いた。写真13は写真6を拡大したもので、鬼頭事務所付近に留置されている。ここは工場の入り口にあた

る箇所であり、駐在員の視察や人員の輸送用に用いられていた可能性が高い。 

 

7．おわりに 

様似軌道は廃止から80年近くが経過し、資料も断片的なものに頼るほかないのが現状である。特に敷設

当時の状況を示したものはいくつかあるが、その後の経過や最期については太平洋戦争中だったこともあ

り、正確な資料を得ることが出来なかったのが現状である。しかし、令和4年に町指定有形文化財となり、

様似軌道に関係する資料が多く残されていることが判明した。そして筆者自身も『専用線ヒストリー ②様

似編』を執筆することで、読者の方から様似軌道が写った絵葉書を提供いただくこともあった。80 年近く

経過した現在でも眠っていた資料が出てくることもあり、今回調査できなかった様似郷土館の文書資料に

あたることで、軌道の運営実態も読み取ることが出来るかもしれない。筆者は遠方に在住しており、なかな

か文書資料の調査や現地調査まで手が回っていないのが現状である。この稿を読んだ方で様似軌道に興味

が出たら、是非調査をしていただけると嬉しい限りである。また、様似軌道に関する資料や伝承を聞いたこ

とがある方は教えていただけると幸いである。 
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いた。写真13は写真6を拡大したもので、鬼頭事務所付近に留置されている。ここは工場の入り口にあた
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堀田仁助が描いたシヤマニの景観 

（A study of the landscape of Samani Town in 1799 described  by Nisuke Hotta.） 

 

神 英雄１（Jin Hideo１） 

はじめに 

堀田仁助（ほったにすけ1715―1829年）は、延享２（1715）年正月5日に安芸国廿日市（広島県廿

日市市）の津和野藩蔵屋敷に勤務する堀田嘉助（かすけ）の長男として生まれた。15 歳の時に父が

逝去したので津和野藩に出仕し、以後政務に励む傍ら算学・天文学を学んだ。37 歳で公儀暦作御用

に命じられて幕府天文方に出向すると、ここで寛政暦づくりに励んだ。 

寛政 11（1799）年、54 歳の時に幕命により蝦夷地東海岸を実測。その成果をもとに『従江都至東

海蝦夷地針路之図』（えどよりとうかいをえぞちにいたるしんろのず 第 1図）を製作して幕府に提

出した。天体測量、距離測定、方位計測という方法によって作られた画期的な CHART（海図）だった

と考えられる（（１１））。これによって、江戸と東蝦夷地を直接結ぶ沖乗（外洋）航路が拓かれ、危急時の

兵士と物資の大量移送が可能となった。この地図は翌年の伊能忠敬の蝦夷地での仮測量の契機となっ

たとともに、伊能が作成した『寛政十二年測量自江戸至蝦夷西別小図』に少なからず影響を与えたと

考えられる（（２２））。 

本稿では、東蝦夷地を踏査した際の踏査記録と地図を元に、歴史地理学の景観変遷論の立場から、

堀田が寛政 11（1799）年秋のシヤマニ（様似）の景観をどのように描いたかを報告するとともに、

その後のシヤマニについて記したい。 

 

１．堀田仁助 

（１）長川仲右衛門と神風丸      

18 世紀後半、ロシア・イギリス・オランダ・スペイン・フランスなど列強の船が相次いで蝦夷地

や千島に来航するようになった。事態を重く見た幕府は、寛政 10（1798）年、危急の際に大量の兵

士と物資を送るため江戸と蝦夷地を最短で結ぶ沖乗航路づくりに乗り出した。そして、海図づくりを

堀田仁助に命じた。 

 それとともに、彼を乗船させるための新船建造に着手した。設計を命じられたのは、下北半島の大

畑村（青森県むつ市大畑町）出身の長川仲右衛門だった。 

 長川は天明 4（1784）年に蝦夷地見分隊の一員として蝦夷地を探検している。天候観察の達人で物

おじしない性格だったので、寛政３（1791）年から翌年にかけて将軍御座船の指揮を執っていた向井

将監の元に召し出され、御用船政徳丸で御救交易をおこなった。同5年の幕府帆手修行では、再度召

し抱えられた長川が政徳丸で指揮をとったとされる（（３３））。そして、翌年の最上徳内の樺太探検にも同

行した（（４４））。安達裕之によれば、長川は 2 年間御救交易に従事した後、いったん召し放され、さらに

5 年 8 月に再度召し抱えて船手の御船修行の船頭を務めさせたのだろう（（５５））という。まさに幕府きっ

ての航海巧者だった。 

 長川と政徳丸には不思議な物語がある。 

 

                    １．日本甲虫学会会員 

 １．島根地理学会 
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将監の元に召し出され、御用船政徳丸で御救交易をおこなった。同5年の幕府帆手修行では、再度召

し抱えられた長川が政徳丸で指揮をとったとされる（（３３））。そして、翌年の最上徳内の樺太探検にも同

行した（（４４））。安達裕之によれば、長川は 2 年間御救交易に従事した後、いったん召し放され、さらに

5 年 8 月に再度召し抱えて船手の御船修行の船頭を務めさせたのだろう（（５５））という。まさに幕府きっ

ての航海巧者だった。 

 長川と政徳丸には不思議な物語がある。 
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行した（（４４））。安達裕之によれば、長川は 2 年間御救交易に従事した後、いったん召し放され、さらに

5 年 8 月に再度召し抱えて船手の御船修行の船頭を務めさせたのだろう（（５５））という。まさに幕府きっ

ての航海巧者だった。 

 長川と政徳丸には不思議な物語がある。 

 

                    １．日本甲虫学会会員 

 １．島根地理学会 

-81-

32500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   8132500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   81 2025/03/21   11:19:222025/03/21   11:19:22



 

 

- 77 - 

 

ある年、伊勢湾（もしくは房総沖）を航行していると、突然船底に穴が開いて浸水し始めた。水

主組頭を務めていた長川は、郷里の大畑村の八幡宮・春日神社などに懸命に助命を祈った。すると

浸水が止まって沈没を免れた。最寄りの湊に入って船底を調べると、破損個所に大きなアワビが吸

い付いていた（（６６））。 

 

神恩に感謝した長川は、寛政９（1797）年に二張の提灯とアワビの貝殻を郷里の大畑八幡宮に奉納

した。また、八幡宮と近傍の春日神社には日の丸灯篭1対、高張提灯1対を奉納した。。この時に奉納

されたとされるアワビと提灯は今も大切に守られている。 

 翌年 12月 27日、松平忠明が蝦夷地取締御用掛に任じられた。その直後の翌年1月 1日に長川が浦

賀を訪れた（（７７））。。恐らく任命と同時に沖乗船造りに着手したのだろう。 

長川は、日本・中国・オランダの三国の特徴を併せた三国丸をモデルとして神風丸を設計・施工し

た（（８８））。その際、三国丸の船体構造と上廻りには大きな変更を加えず、帆装を和式に改めた。  

船長 19 間半（約 35ｍ）、中央幅 6間（同 10.8ｍ）、船尾幅４間（同 7.2ｍ）、深さ３間（同 5.4ｍ）

の1460石積（積載重量219トン）の水押しのついた総矢倉の唐船造りの船体。真っ赤に塗られた堂々

たる船だった。 

ここに長さ 18 間半（約 32.4ｍ）の朱塗りの帆柱が 4本立ち、日の丸が描かれた横 27 反、丈 14 反

3 尺５寸の大きな帆がつく。また、日の丸と「御舩御用」、「神風丸御舩」と記した幟各２本と五色の

吹流１本もついている。舳先にも2本の帆柱があり、それぞれ長さ１丈５尺、幅３反の帆がついてい

た（（９９））。 

 

（２）堀田仁助の蝦夷地測量    

寛政 11 年 7 月 1 測日、測量隊を乗せた神風丸は品川沖を出帆し、東北地方の海岸線に沿って北上

した。洋上から海岸地形を観察する一方、天体観測によって船の位置を同定した。 

8 月 25 日、宮古を出港した神風丸は沖乗航路づくりの実験航海をおこなった。太平洋を北東に進

み、約90時間かけて450㎞先のアツケシ（厚岸）沖に到った。その日は沖合に停泊し、翌28日夕刻

に上陸した。蝦夷地取締御用掛からは「帰りも蝦夷地各地の湊に寄港しながら船上で緯度を計測しな

がら江戸に戻れ」と命じられていたが、堀田は陸路を選択する。「洋上では正確な観測は難しい、ど

うしても陸地測量をしなければならない」と判断したものと推察する。 

具体的な測量方法について堀田は記していないが、出発前に次の道具を用意している。 

  

蝦蝦夷夷地地取取締締御御用用掛掛かかららのの貸貸与与品品――オランダ製渾天儀（こんてんぎ：イスタラビ）、象限儀（しょう

げんぎ：カトロラント）、遠眼鏡、時計、磁石、長持１棹、萌黄唐草（もえぎからくさ）の油単

（ゆだん）、荷札、高張提灯、箱提灯。 

自自らら用用意意ししたたもものの――小型象限儀、渾天儀、天球儀、地球儀、星図鑑、地図（（１１００））。 

  

これらの品々を見ると、交会法と呼ばれる高い山々の「山たて」による観察結果と天体の高度や

方位角を測って位置を特定する方法を併用したと理解出来る。 

9 月５日にアツケシを発った測量隊は海岸線を西に向かった。途中、完成したばかりのルベシベツ

山道や猿留山道、工事中の様似山道などを踏査した。 
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２．堀田仁助の見たシヤマニ 

（１）堀田仁助の記した2種類の旅行記   

仁助の旅行記は2種類ある。 

『幻空雑記』（函館市中央図書館蔵）（付１）は、旅行中に記録したものの写しと考えられる。

函館市中央図書館の目録には「寛政十一己未年六月二十七日神風丸御船に而出帆東蝦夷アツケシへ渡

り夫より陸地松前通り津軽南部仙台え掛り十一月十五日江戸へ着したる天文方渋川主水手伝堀田鈴木

両名の記（ママ）行」と記してある。同書は、寛政 12（1801）年に原本を写したものだが、書写した

人物は不明である。仁助らが築地で大茶船に乗りこみ、品川沖に停泊していた神風丸に向かうところ

から記述が始まる。文章は極めて簡潔であり、寄港地で観測した緯度記録がしばしば欠落しているが、

現存する旅行記録の中で最も史料価値の高いものである。 

一方、『蝦夷地開国之記』（函館市中央図書館蔵）（付２）と『蝦夷地開発記』（北海道大学附

属図書館北方資料室）（付３）は、江戸に帰ってから弟子の鈴木周助が『幻空雑記』の元となった旅

行記録を推敲して清書したものの写本である。その際、元の文章の順番を大幅に入れ替えたり、誤り

を正して文章の体裁を整えている。ただ、遺漏・誤写が複数見られることに注意しなければならない。

前者は、函館市中央図書館の目録では鈴木周助『鈴木周介アツケシ出張（でばり）日記』とされてい

る。これは同図書館が本史料を収蔵した際、館長の岡田健蔵が自らの判断で付けた題名であると判っ

ている（（１１１１））。同書には寛政 12 年写と記録されているが、文末に「右一冊者鈴木氏秘蔵書也、享和２

（戊戌）中秋写之、大順堂蔵、享和３（癸亥）年閏正月書写了。経堅■」とあり、﨑門学派の儒者鈴

木養斎（大順堂）（1764－1837年）が、鈴木周助から原史料を借りて享和２（1802）年秋から数か月

かけて写したものだと判る。 

なお、『蝦夷地開発記』は、源中なる人物が文化元（1804）年 11 月に鈴木周助から借りて写した

ものである。源中については、江戸時代後期の浮世絵師で名所図会や読本の挿絵を描いていた京都の

西村中和（生没年不詳）だった可能性を指摘しておきたい。この推定が正しければ、中和は蝦夷地の

名所図会を作成したいと考えていたことになる（（１１２２））。 

 

（２）様似山道     

堀田仁助測量隊がホロイツミ（幌泉）に到着したのは９月 16 日頃だったと見られる。ホロイツミ

（幌泉）には運上屋があったが、東蝦夷地の直轄化に伴って会所と改称されていた。そこには和人が

支配人として住む宿舎も併設され、周辺ではアイヌの人々がチセと呼ばれる住居で寝起きしていた。

集落には弁天社も祀られていた。 

ここからシヤマニ（様似）までは7里。海岸沿いにチセが点々とあった。幌泉川、南部家川、アベ

ヤキ川、ニカンベツ川などの小河川を渡った先はホルマヘツ（幌別）。この辺りには美しい景色が広

がっていた。 

 これより西は日高山脈の山塊が直接海に落ちこんでいて、通過するのは命懸けだった。それで2カ

月ほど前から新道の開削工事が行われていた。当初工事の指揮を執ったのは最上徳内だった。最上は

寛政 11 年正月に蝦夷地見分隊を命じられ、特に道路掛を命じられた。2 月 16 日に先発隊として江戸

-82-

32500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   8232500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   82 2025/03/21   11:19:232025/03/21   11:19:23



 

 

- 77 - 

 

ある年、伊勢湾（もしくは房総沖）を航行していると、突然船底に穴が開いて浸水し始めた。水

主組頭を務めていた長川は、郷里の大畑村の八幡宮・春日神社などに懸命に助命を祈った。すると

浸水が止まって沈没を免れた。最寄りの湊に入って船底を調べると、破損個所に大きなアワビが吸

い付いていた（（６６））。 

 

神恩に感謝した長川は、寛政９（1797）年に二張の提灯とアワビの貝殻を郷里の大畑八幡宮に奉納

した。また、八幡宮と近傍の春日神社には日の丸灯篭1対、高張提灯1対を奉納した。。この時に奉納

されたとされるアワビと提灯は今も大切に守られている。 

 翌年 12月 27日、松平忠明が蝦夷地取締御用掛に任じられた。その直後の翌年1月 1日に長川が浦

賀を訪れた（（７７））。。恐らく任命と同時に沖乗船造りに着手したのだろう。 

長川は、日本・中国・オランダの三国の特徴を併せた三国丸をモデルとして神風丸を設計・施工し

た（（８８））。その際、三国丸の船体構造と上廻りには大きな変更を加えず、帆装を和式に改めた。  

船長 19 間半（約 35ｍ）、中央幅 6間（同 10.8ｍ）、船尾幅４間（同 7.2ｍ）、深さ３間（同 5.4ｍ）

の1460石積（積載重量219トン）の水押しのついた総矢倉の唐船造りの船体。真っ赤に塗られた堂々

たる船だった。 

ここに長さ 18 間半（約 32.4ｍ）の朱塗りの帆柱が 4本立ち、日の丸が描かれた横 27 反、丈 14 反

3 尺５寸の大きな帆がつく。また、日の丸と「御舩御用」、「神風丸御舩」と記した幟各２本と五色の

吹流１本もついている。舳先にも2本の帆柱があり、それぞれ長さ１丈５尺、幅３反の帆がついてい

た（（９９））。 

 

（２）堀田仁助の蝦夷地測量    

寛政 11 年 7 月 1 測日、測量隊を乗せた神風丸は品川沖を出帆し、東北地方の海岸線に沿って北上

した。洋上から海岸地形を観察する一方、天体観測によって船の位置を同定した。 

8 月 25 日、宮古を出港した神風丸は沖乗航路づくりの実験航海をおこなった。太平洋を北東に進

み、約90時間かけて450㎞先のアツケシ（厚岸）沖に到った。その日は沖合に停泊し、翌28日夕刻

に上陸した。蝦夷地取締御用掛からは「帰りも蝦夷地各地の湊に寄港しながら船上で緯度を計測しな

がら江戸に戻れ」と命じられていたが、堀田は陸路を選択する。「洋上では正確な観測は難しい、ど

うしても陸地測量をしなければならない」と判断したものと推察する。 

具体的な測量方法について堀田は記していないが、出発前に次の道具を用意している。 

  

蝦蝦夷夷地地取取締締御御用用掛掛かかららのの貸貸与与品品――オランダ製渾天儀（こんてんぎ：イスタラビ）、象限儀（しょう

げんぎ：カトロラント）、遠眼鏡、時計、磁石、長持１棹、萌黄唐草（もえぎからくさ）の油単

（ゆだん）、荷札、高張提灯、箱提灯。 

自自らら用用意意ししたたもものの――小型象限儀、渾天儀、天球儀、地球儀、星図鑑、地図（（１１００））。 

  

これらの品々を見ると、交会法と呼ばれる高い山々の「山たて」による観察結果と天体の高度や

方位角を測って位置を特定する方法を併用したと理解出来る。 

9 月５日にアツケシを発った測量隊は海岸線を西に向かった。途中、完成したばかりのルベシベツ

山道や猿留山道、工事中の様似山道などを踏査した。 
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２．堀田仁助の見たシヤマニ 

（１）堀田仁助の記した2種類の旅行記   

仁助の旅行記は2種類ある。 

『幻空雑記』（函館市中央図書館蔵）（付１）は、旅行中に記録したものの写しと考えられる。

函館市中央図書館の目録には「寛政十一己未年六月二十七日神風丸御船に而出帆東蝦夷アツケシへ渡

り夫より陸地松前通り津軽南部仙台え掛り十一月十五日江戸へ着したる天文方渋川主水手伝堀田鈴木

両名の記（ママ）行」と記してある。同書は、寛政 12（1801）年に原本を写したものだが、書写した

人物は不明である。仁助らが築地で大茶船に乗りこみ、品川沖に停泊していた神風丸に向かうところ

から記述が始まる。文章は極めて簡潔であり、寄港地で観測した緯度記録がしばしば欠落しているが、

現存する旅行記録の中で最も史料価値の高いものである。 

一方、『蝦夷地開国之記』（函館市中央図書館蔵）（付２）と『蝦夷地開発記』（北海道大学附

属図書館北方資料室）（付３）は、江戸に帰ってから弟子の鈴木周助が『幻空雑記』の元となった旅

行記録を推敲して清書したものの写本である。その際、元の文章の順番を大幅に入れ替えたり、誤り

を正して文章の体裁を整えている。ただ、遺漏・誤写が複数見られることに注意しなければならない。

前者は、函館市中央図書館の目録では鈴木周助『鈴木周介アツケシ出張（でばり）日記』とされてい

る。これは同図書館が本史料を収蔵した際、館長の岡田健蔵が自らの判断で付けた題名であると判っ

ている（（１１１１））。同書には寛政 12 年写と記録されているが、文末に「右一冊者鈴木氏秘蔵書也、享和２

（戊戌）中秋写之、大順堂蔵、享和３（癸亥）年閏正月書写了。経堅■」とあり、﨑門学派の儒者鈴

木養斎（大順堂）（1764－1837年）が、鈴木周助から原史料を借りて享和２（1802）年秋から数か月

かけて写したものだと判る。 

なお、『蝦夷地開発記』は、源中なる人物が文化元（1804）年 11 月に鈴木周助から借りて写した

ものである。源中については、江戸時代後期の浮世絵師で名所図会や読本の挿絵を描いていた京都の

西村中和（生没年不詳）だった可能性を指摘しておきたい。この推定が正しければ、中和は蝦夷地の

名所図会を作成したいと考えていたことになる（（１１２２））。 

 

（２）様似山道     

堀田仁助測量隊がホロイツミ（幌泉）に到着したのは９月 16 日頃だったと見られる。ホロイツミ

（幌泉）には運上屋があったが、東蝦夷地の直轄化に伴って会所と改称されていた。そこには和人が

支配人として住む宿舎も併設され、周辺ではアイヌの人々がチセと呼ばれる住居で寝起きしていた。

集落には弁天社も祀られていた。 

ここからシヤマニ（様似）までは7里。海岸沿いにチセが点々とあった。幌泉川、南部家川、アベ

ヤキ川、ニカンベツ川などの小河川を渡った先はホルマヘツ（幌別）。この辺りには美しい景色が広

がっていた。 

 これより西は日高山脈の山塊が直接海に落ちこんでいて、通過するのは命懸けだった。それで2カ

月ほど前から新道の開削工事が行われていた。当初工事の指揮を執ったのは最上徳内だった。最上は

寛政 11 年正月に蝦夷地見分隊を命じられ、特に道路掛を命じられた。2 月 16 日に先発隊として江戸
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を発ち、3 月 20 日頃に下北で造船・普請職人を集め、4 月 24 日に松前に着いた。そしてシヤマニに

向かった。 

 道路掛に任じられて感激した徳内は、「粉骨を尽して新道を開らき、永続の御為（おんため）のな

したく（（１１３３））」と気持ちを昂ぶらせ、５月１８日に様似山道づくりに着手した。この時、最上は危急

時に備えて最低でも駄馬1頭が通れる幅の道を造っていた。 

6 月 8 日、見分隊総裁（蝦夷地取締御用掛現地司令）の松平忠明が新道開削現場にやってきた。徳

内から工事の内容を聞くと、「念を入たるはよろしからぬ」と咎めた。これを聞いた徳内は反論する。

怒った忠明は、その場で「取放し」と免職を告げた（（１１４４））。徳内は辞表を差し出して現場を離れ、蝦

夷地各地を訪れて現状を把握した後に江戸に戻る。徳内が去った後は、中村小市郎が現場指揮を執っ

た。 

ところで、山道開削工事の行われていた6月と7月の2度、谷（島田）元旦がこの地を踏査してい

る。 

彼は田安（たやす）家家臣の谷家の第3子として江戸に生まれた。15歳上の兄が文人画家として名

高い谷文晁（ぶんちょう）だ。幼い頃から兄に絵を学び、寛政11（1799）年３月に松平忠明ら800余

人が蝦夷地に赴いた際、薬草調査役の渋江長伯に同行し、4 か月かけて蝦夷地各地の植物、景観や産

物、アイヌの習俗などを具に観察して精緻で美しい絵にした（（１１５５））。 

4月 28日に渋江とともに松前を出発した谷は、6月 8日にシヤマニに到着。翌日、海岸を東に向か

って進んだ。その際、チコシキリ（日髙耶馬渓にある大正トンネル付近）を通った。この地名は反転

する場所、U ターンする場所を意味するアイヌ語に由来するという（（１１６６））。元旦は「チコシキリは出鼻

にて切り立ちたる岩の裾に浪打ち寄せる故に僅かなる岩間に平蜘蛛の如くになりて横づたえに歩き渡

る、この間二十間斗（ばか）りなり、夷人アサカラというもの頭に負うて浪の中を越えると、余とそ

の外のものどもも岩伝えに懸りぬ」と記した。大変な難所だったと判る。 

この時、山中では様似山道の工事が行われていたが、シヤマニを出る際、土地の人は何も教えて

くれなかった。それで、谷は「人情の鄙薄なることを知るべし（（１１７７））」と嘆く。だが、新道について

教えて貰えなかったのは、この時にはまだ通行出来なかったからであろう。この感想は谷の誤解と思

われる。 

7月20日、谷はアツケシからの帰途も当地を通った。その際は様似山道を踏破した。そして、次の

ように記す。「新道山高く九折して上り難し、浜通りは平坂にして甚（はなはだ）易し、たヾテンケ

ウシチコシキルとの間難所二ケ所あるのみ、新（ママ）道は登り降り皆難と云えども、新道も開けし

事故川を渡り新道にかヽり、谷沢の間をきりわけて道となしたる所を過ぎて行きぬ。此の上に道の傍

に雲母石多し、初の山は余程高く九折して登り又少し下り又山を越え、凡そ大小山を越える事五つ沢

三つ、此の間山中トドの林多し、林疎なる所よりシヤマニ・石内（三石か）・浦川を望む一幅の画図

なり。又一山を越えて岐路あり（中略）新道切開きは往来のものの便ならんか、人も通行せざる道を

作ること何ものの恵みならんか、今日にとりては幸なり（（１１８８））」。 

この内容が正しければ、アップダウンの多い様似山道は通行に難渋するため、利用者が少なかったと

理解出来る。 
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元旦がこの道を通ってから2か月後、仁助調査隊が様似山道の東から西に向かって歩いた。彼らは

広葉樹と針葉樹が混在する原生林の中に敷設された起伏の大きな狭い道を進む。途中、大峠や中峠と

名付けられた場所を次々に越えていく。大峠はチハトイーピラオンナイ間、中峠はコマモナイ付近、

新キクシニは山のようだが不明、小峠はルランベツ区間、ノホシイ峠はオイオイ区間だろうか。 

ノホシイ峠には大きな普請小屋が建っていて、その先の道は工事中だったので海岸に降りた。恐

らくコトニ休憩所付近を指すと思われる。中村小市郎は先に猿留山道を完成させ、その後に様似山道

を東側から開削していたようだ。 

 

（３）ブヨヤスヤ（冬島）      

ブヨヤスヤ（冬島）まで行くと石の門のように大きく穴の開いた岩があった。ブヨヤスヤという

地名は、アイヌ語の「プユシュマ（穴の開いた岩）」に由来し、後に冬島と呼ばれるようになった

とされる。ホルンフェルスという変成岩の一部が波の力で穴をあけられた「波食洞」と考えられ、

現在は「冬島の穴岩」と呼ばれている。 

これを見た仁助はとても驚いて記録する。「高サ十二三間位、横十五間位、其中ニ穴有、二間半位、

横三間位」と目視で計測して簡単な絵を添えた（第 2図）。高さ 21.8～23.5m 程、横 27.3ｍ、穴は高

さ4．6ｍ、横5.5ｍといったところか。 

昭和 23（1948）年、冬島漁港が整備された際に周辺は埋め立てられた。それ以前は高さ 9m の大き

な穴が開いていて、満潮の時には磯舟がこの穴を通れたと言う。現在は、東側で底面幅 6.32m、高さ

3.6m、西側で底面幅 5.2m、高さ 5m という（（１１９９））。仁助の報告と現状はかなり違う。このことについて

谷元旦の描いた風景画を見ると、仁助の記す通りの巨岩だったと判る。200 年間で大きく変容したよ

うだ（第3図）・（第4図）。 

 

（４）シヤマニ     

シヤマニから浦川へは三里半。集落は太平洋に突き出た標高 70ｍほどのエンルム岬の麓に延びる

トンボロ上に形成されていた。仁助はこの岬を「大岩」と記す。湊は西に開いていて太平洋の風波の

影響を受けにくい。新築された会所には江戸からやって来た役人が詰めていた。また、支配人や番人

と呼ばれる和人がいる宿泊施設もあった。 

会所を訪ねると、蝦夷地取締御用掛のうち現地御用を務めていた長坂忠七郎がいた。長坂は仁助

にとって職務上の上司にあたる。3 月に現地司令の松平忠明に随行して蝦夷地に入り、この地で現場

指揮にあたっていた。 

他に様似山道を開削していた中村小市郎もいた。彼は下野国（栃木県）出身。2 年間シヤマニに勤

務した後、寛政 13（1801）年にカラフト探検の成果を地図にして間宮林蔵の探検に寄与。10 年に 56

歳で亡くなる。 

仁助はシヤマニを次のように描写する。 

 

会所周辺には倉庫・番屋・作事小屋が並んでいる。会所は完成したばかり。他にも大きな建物

が建設中である。掘貫井戸も作られている。集落には本州から運ばれてきた牛馬が繋がれている。

大工、屋根葺、鍛冶屋、舟大工、杣、豆腐屋などの職人が住み、和人から農業を学んで作物を育
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を発ち、3 月 20 日頃に下北で造船・普請職人を集め、4 月 24 日に松前に着いた。そしてシヤマニに

向かった。 

 道路掛に任じられて感激した徳内は、「粉骨を尽して新道を開らき、永続の御為（おんため）のな

したく（（１１３３））」と気持ちを昂ぶらせ、５月１８日に様似山道づくりに着手した。この時、最上は危急

時に備えて最低でも駄馬1頭が通れる幅の道を造っていた。 

6 月 8 日、見分隊総裁（蝦夷地取締御用掛現地司令）の松平忠明が新道開削現場にやってきた。徳

内から工事の内容を聞くと、「念を入たるはよろしからぬ」と咎めた。これを聞いた徳内は反論する。

怒った忠明は、その場で「取放し」と免職を告げた（（１１４４））。徳内は辞表を差し出して現場を離れ、蝦

夷地各地を訪れて現状を把握した後に江戸に戻る。徳内が去った後は、中村小市郎が現場指揮を執っ

た。 

ところで、山道開削工事の行われていた6月と7月の2度、谷（島田）元旦がこの地を踏査してい

る。 

彼は田安（たやす）家家臣の谷家の第3子として江戸に生まれた。15歳上の兄が文人画家として名

高い谷文晁（ぶんちょう）だ。幼い頃から兄に絵を学び、寛政11（1799）年３月に松平忠明ら800余

人が蝦夷地に赴いた際、薬草調査役の渋江長伯に同行し、4 か月かけて蝦夷地各地の植物、景観や産

物、アイヌの習俗などを具に観察して精緻で美しい絵にした（（１１５５））。 

4月 28日に渋江とともに松前を出発した谷は、6月 8日にシヤマニに到着。翌日、海岸を東に向か

って進んだ。その際、チコシキリ（日髙耶馬渓にある大正トンネル付近）を通った。この地名は反転

する場所、U ターンする場所を意味するアイヌ語に由来するという（（１１６６））。元旦は「チコシキリは出鼻

にて切り立ちたる岩の裾に浪打ち寄せる故に僅かなる岩間に平蜘蛛の如くになりて横づたえに歩き渡

る、この間二十間斗（ばか）りなり、夷人アサカラというもの頭に負うて浪の中を越えると、余とそ

の外のものどもも岩伝えに懸りぬ」と記した。大変な難所だったと判る。 

この時、山中では様似山道の工事が行われていたが、シヤマニを出る際、土地の人は何も教えて

くれなかった。それで、谷は「人情の鄙薄なることを知るべし（（１１７７））」と嘆く。だが、新道について

教えて貰えなかったのは、この時にはまだ通行出来なかったからであろう。この感想は谷の誤解と思

われる。 

7月20日、谷はアツケシからの帰途も当地を通った。その際は様似山道を踏破した。そして、次の

ように記す。「新道山高く九折して上り難し、浜通りは平坂にして甚（はなはだ）易し、たヾテンケ

ウシチコシキルとの間難所二ケ所あるのみ、新（ママ）道は登り降り皆難と云えども、新道も開けし

事故川を渡り新道にかヽり、谷沢の間をきりわけて道となしたる所を過ぎて行きぬ。此の上に道の傍

に雲母石多し、初の山は余程高く九折して登り又少し下り又山を越え、凡そ大小山を越える事五つ沢

三つ、此の間山中トドの林多し、林疎なる所よりシヤマニ・石内（三石か）・浦川を望む一幅の画図

なり。又一山を越えて岐路あり（中略）新道切開きは往来のものの便ならんか、人も通行せざる道を

作ること何ものの恵みならんか、今日にとりては幸なり（（１１８８））」。 

この内容が正しければ、アップダウンの多い様似山道は通行に難渋するため、利用者が少なかったと

理解出来る。 
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元旦がこの道を通ってから2か月後、仁助調査隊が様似山道の東から西に向かって歩いた。彼らは

広葉樹と針葉樹が混在する原生林の中に敷設された起伏の大きな狭い道を進む。途中、大峠や中峠と

名付けられた場所を次々に越えていく。大峠はチハトイーピラオンナイ間、中峠はコマモナイ付近、

新キクシニは山のようだが不明、小峠はルランベツ区間、ノホシイ峠はオイオイ区間だろうか。 

ノホシイ峠には大きな普請小屋が建っていて、その先の道は工事中だったので海岸に降りた。恐

らくコトニ休憩所付近を指すと思われる。中村小市郎は先に猿留山道を完成させ、その後に様似山道

を東側から開削していたようだ。 

 

（３）ブヨヤスヤ（冬島）      

ブヨヤスヤ（冬島）まで行くと石の門のように大きく穴の開いた岩があった。ブヨヤスヤという

地名は、アイヌ語の「プユシュマ（穴の開いた岩）」に由来し、後に冬島と呼ばれるようになった

とされる。ホルンフェルスという変成岩の一部が波の力で穴をあけられた「波食洞」と考えられ、

現在は「冬島の穴岩」と呼ばれている。 

これを見た仁助はとても驚いて記録する。「高サ十二三間位、横十五間位、其中ニ穴有、二間半位、

横三間位」と目視で計測して簡単な絵を添えた（第 2図）。高さ 21.8～23.5m 程、横 27.3ｍ、穴は高

さ4．6ｍ、横5.5ｍといったところか。 

昭和 23（1948）年、冬島漁港が整備された際に周辺は埋め立てられた。それ以前は高さ 9m の大き

な穴が開いていて、満潮の時には磯舟がこの穴を通れたと言う。現在は、東側で底面幅 6.32m、高さ

3.6m、西側で底面幅 5.2m、高さ 5m という（（１１９９））。仁助の報告と現状はかなり違う。このことについて

谷元旦の描いた風景画を見ると、仁助の記す通りの巨岩だったと判る。200 年間で大きく変容したよ

うだ（第3図）・（第4図）。 

 

（４）シヤマニ     

シヤマニから浦川へは三里半。集落は太平洋に突き出た標高 70ｍほどのエンルム岬の麓に延びる

トンボロ上に形成されていた。仁助はこの岬を「大岩」と記す。湊は西に開いていて太平洋の風波の

影響を受けにくい。新築された会所には江戸からやって来た役人が詰めていた。また、支配人や番人

と呼ばれる和人がいる宿泊施設もあった。 

会所を訪ねると、蝦夷地取締御用掛のうち現地御用を務めていた長坂忠七郎がいた。長坂は仁助

にとって職務上の上司にあたる。3 月に現地司令の松平忠明に随行して蝦夷地に入り、この地で現場

指揮にあたっていた。 

他に様似山道を開削していた中村小市郎もいた。彼は下野国（栃木県）出身。2 年間シヤマニに勤

務した後、寛政 13（1801）年にカラフト探検の成果を地図にして間宮林蔵の探検に寄与。10 年に 56

歳で亡くなる。 

仁助はシヤマニを次のように描写する。 

 

会所周辺には倉庫・番屋・作事小屋が並んでいる。会所は完成したばかり。他にも大きな建物

が建設中である。掘貫井戸も作られている。集落には本州から運ばれてきた牛馬が繋がれている。

大工、屋根葺、鍛冶屋、舟大工、杣、豆腐屋などの職人が住み、和人から農業を学んで作物を育
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てるアイヌもいた。さらに多くの南部藩士が歩いていた。なお、本州からやってきた和人は男だ

けで女は一人もいない。神社や寺院も出来ていた。 

   

３．シヤマニ周辺の地図表現 

（１）堀田仁助の記録したシヤマニの地図 

仁助が製作した『従江都至東海蝦夷地針路之図』は東西115.4cm×南北 271cm、38万 6760分の１。

１幅（24 枚を接合）。幕府に提出した原本は現存せず、津和野町郷土館に収蔵されている地図は仁

助が控えとして持っていたものと思われる。 

経線と緯線が記されているが、経線には度数を記さず、緯線には北緯35度から43度の数値がつけ

られている。いずれも正確さを欠く。仁助は、ビロウ 42.21 度（実際は 42.17 度）、シヤマニ 42.12

度（同42.07度）と計測した。実際の数値と若干の乖離が認められる。 

ビロウ（広尾）―シヤマニ（様似）間について仁助の地図を見てみよう（第５図）。 

地図に描かれた複数の斜交線は、海上に置かれたコンパス・ローズ（方位羅針盤）から延びる方

位線（ラクサドローム）。ビロウ・サルゝン（サルル）付近を南北に延びる線は紙の継ぎ目。シヤマ

ニ付近を南北に通る線は経線の可能性がある。 

ビロウ（美老）からサルゝンにかけては断崖が連なる。砂浜はない。1 か所崖が途切れているのは

ルウヘスヘツ（広尾町ルベシベツ）あたりか。サルゝンは猿留川とみられる川の河口右岸に位置する。 

ビロウーミツイシ間で記される地名は、ビロウ、サルゝン、エリモ、ホロイツミ、シヤマニ、ウ

ラカワ、ミツイシの７カ所。海上を往来する船舶に必要な地名のみを記したと推量する。それらの地

名はいずれも船から判りやすいように陸から沖に向かって書かれ、内陸部の山も沖から見た山容を反

映させている。 

仁助は襟裳岬には行かず、サルゝンや猿留山道の峠などから観察しただけだった。襟裳岬につい

て、谷元旦は「海辺は砂山にして海は東北に向い東南にエリモの出嶋遠く突き出たり。海中所々大岩

あり。その形細長くネズミの尾の如し、故にエリモと言う（（２２００））」と記すが、仁助も同じように地図

で表す。そのため実際の地形とは異なる。 

ホロイツミーブヨヤスヤ（冬島）間も、様似山道を踏査したので海岸線は遠くから観察しただけ

だった。その区間は実際よりも突き出して表現されている。一方、実際に見た「冬島の穴岩」は地図

にも絵のように描かれている。 

シヤマニの集落はエンルム岬の岩山の北麓に記され、湊西側には４つの岩が連なる。親子岩、塩

釜ローソク岩とみられる。これもまた沖の船から判るように配慮したのではないだろうか。 

  

（２）伊能忠敬の記録したシヤマニの地図     

伊能忠敬は、寛政 12（1800）年閏 4月 19日に江戸深川を出発し、奥州街道を北上。5月 19日に吉

岡に上陸し、太平洋に沿って根室海峡に面した西別を目指した。 

シヤマニには6月29日に着き、7月2日に出発した。険阻な海岸を避けて完成間もない様似山道を

踏破し、その日のうちにホロイツミまで歩いた。西別到着は 8 月 6 日。3 日後に帰途につき、ほぼ同

じルートを通って8月22日にホロイツミに着き、翌日様似山道を通ってシヤマニに入った（（２２１１））。 

9月17日に松前へ。江戸に帰着したのは10月11日だった。ただちに地図製作に取り掛かり、蝦夷

地10枚と奥州街道11枚の大図と小図1枚を提出した。 
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『寛政十二年測量自江戸至蝦夷西別小図』（香取市伊能忠敬記念館蔵）は東西 127cm×南北 203cm、

43万 6360分の１の小図。 

伊能図では未測量区間を「不測量」とするが、その区間は堀田図より広がる。しかし、緯度の計

測値はきわめて正確である。ビロウとシヤマニの緯度は 42.17 度、42.07 度と報告するが、実際の緯

度と同じである。 

伊能図では、経線には度数を記さず、緯線には数値を記す。エリモ付近を通る緯線は 43 度、堀田

図に較べて精度が高い（第６図）。 

 ビロウーミツイシ間の地名は 17 カ所と堀田図より大幅に増え、出来るだけ地理情報を多く書こう

とする（（２２２２））。この違いは、堀田図が海上輸送ルートづくりのために作成されたCHART（海図）である

のに対して、伊能図は陸行時に使用する陸上測量図（MAP）だったことに起因するのではないかと推

量する。 

  

４．その後のシヤマニ 

（１）その後の神風丸と長川     

アツケシで仁助の堀田仁助測量隊を降ろした神風丸は、当初の予定通り、東蝦夷地各地の湊に寄

りながら江戸に戻ったと思われる。神風丸には蝦夷地での造船のために伊豆国出身の船大工作次郎が

乗っていたが、彼はシヤマニで降りたと見られる。 

寛政 12（1800）年、戸川安倫や大河内政良の東蝦夷地巡見に随行してクナシリ島まで赴いた吉田

有利が、神風丸建造にさきがけて蝦夷地御用掛が「蝦夷地でも造船する予定」だったと記し、シヤマ

ニでは伊豆や浦賀から移り住んだ船大工が幕府御用船の建造に従事していて、帆柱 5 本の飛龍丸

（1400石積）はじめ惣矢倉の４艘が建造されていると記録する（（２２３３））。 

  筆者は、仁助とともに蝦夷地に向かった作次郎こそ、長川の指揮下で最新の造船技術を習得して

蝦夷地に入った船大工ではなかったかと推量する。彼は下北から渡って来た多くの船大工とともに造

船に携わったのではないだろうか。 

  神風丸は、翌年南部藩内で破損したが、改修して如神丸と改名。その後長く蝦夷地御用船として

運用された（（２２４４））。 

長川は文政 2（1819）年にイザリ・ムイザリ漁業権紛争の際にイシカリ詰幕吏に任じられたことが

判っているが（（２２５５））、、それ以降の動向は不明である（（２２６６））。 

  

（２）その後のシヤマニ     

享和元（1801）年６月 24 日、松平忠明に随行して蝦夷地を巡った磯谷則吉(いそがやのりよし)が

シヤマニを訪れた際、半分以上完成した幕府御用船の景福丸（1400 石）、万金丸（1200 石）、千春丸

（600石）、豊泰丸（800石）、矢祐丸（600石）の５艘が浜に並び、周辺には数多くの大工・鍛冶屋や

工事関係者の小屋があると記す（（２２７７））。 

 寛政 11 年から文化元年にかけて造営された幕府御用船の船名が羽太正養『休明光記』に載る。幕

府は寛政 11 年（1799）から文化元年（1804）2９ 艘の御用船を所有していたが、そのうち4割ほど

の 11 艘がシヤマニで造られた（（２２９９））。それによれば、寛政 13 年と享和元年の 2 年間にシヤマニで次

の船が建造された。 
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てるアイヌもいた。さらに多くの南部藩士が歩いていた。なお、本州からやってきた和人は男だ

けで女は一人もいない。神社や寺院も出来ていた。 

   

３．シヤマニ周辺の地図表現 

（１）堀田仁助の記録したシヤマニの地図 

仁助が製作した『従江都至東海蝦夷地針路之図』は東西115.4cm×南北 271cm、38万 6760分の１。

１幅（24 枚を接合）。幕府に提出した原本は現存せず、津和野町郷土館に収蔵されている地図は仁

助が控えとして持っていたものと思われる。 

経線と緯線が記されているが、経線には度数を記さず、緯線には北緯35度から43度の数値がつけ

られている。いずれも正確さを欠く。仁助は、ビロウ 42.21 度（実際は 42.17 度）、シヤマニ 42.12

度（同42.07度）と計測した。実際の数値と若干の乖離が認められる。 

ビロウ（広尾）―シヤマニ（様似）間について仁助の地図を見てみよう（第５図）。 

地図に描かれた複数の斜交線は、海上に置かれたコンパス・ローズ（方位羅針盤）から延びる方

位線（ラクサドローム）。ビロウ・サルゝン（サルル）付近を南北に延びる線は紙の継ぎ目。シヤマ

ニ付近を南北に通る線は経線の可能性がある。 

ビロウ（美老）からサルゝンにかけては断崖が連なる。砂浜はない。1 か所崖が途切れているのは

ルウヘスヘツ（広尾町ルベシベツ）あたりか。サルゝンは猿留川とみられる川の河口右岸に位置する。 

ビロウーミツイシ間で記される地名は、ビロウ、サルゝン、エリモ、ホロイツミ、シヤマニ、ウ

ラカワ、ミツイシの７カ所。海上を往来する船舶に必要な地名のみを記したと推量する。それらの地

名はいずれも船から判りやすいように陸から沖に向かって書かれ、内陸部の山も沖から見た山容を反

映させている。 

仁助は襟裳岬には行かず、サルゝンや猿留山道の峠などから観察しただけだった。襟裳岬につい

て、谷元旦は「海辺は砂山にして海は東北に向い東南にエリモの出嶋遠く突き出たり。海中所々大岩

あり。その形細長くネズミの尾の如し、故にエリモと言う（（２２００））」と記すが、仁助も同じように地図

で表す。そのため実際の地形とは異なる。 

ホロイツミーブヨヤスヤ（冬島）間も、様似山道を踏査したので海岸線は遠くから観察しただけ

だった。その区間は実際よりも突き出して表現されている。一方、実際に見た「冬島の穴岩」は地図

にも絵のように描かれている。 

シヤマニの集落はエンルム岬の岩山の北麓に記され、湊西側には４つの岩が連なる。親子岩、塩

釜ローソク岩とみられる。これもまた沖の船から判るように配慮したのではないだろうか。 

  

（２）伊能忠敬の記録したシヤマニの地図     

伊能忠敬は、寛政 12（1800）年閏 4月 19日に江戸深川を出発し、奥州街道を北上。5月 19日に吉

岡に上陸し、太平洋に沿って根室海峡に面した西別を目指した。 

シヤマニには6月29日に着き、7月2日に出発した。険阻な海岸を避けて完成間もない様似山道を

踏破し、その日のうちにホロイツミまで歩いた。西別到着は 8 月 6 日。3 日後に帰途につき、ほぼ同

じルートを通って8月22日にホロイツミに着き、翌日様似山道を通ってシヤマニに入った（（２２１１））。 

9月17日に松前へ。江戸に帰着したのは10月11日だった。ただちに地図製作に取り掛かり、蝦夷

地10枚と奥州街道11枚の大図と小図1枚を提出した。 
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『寛政十二年測量自江戸至蝦夷西別小図』（香取市伊能忠敬記念館蔵）は東西 127cm×南北 203cm、

43万 6360分の１の小図。 

伊能図では未測量区間を「不測量」とするが、その区間は堀田図より広がる。しかし、緯度の計

測値はきわめて正確である。ビロウとシヤマニの緯度は 42.17 度、42.07 度と報告するが、実際の緯

度と同じである。 

伊能図では、経線には度数を記さず、緯線には数値を記す。エリモ付近を通る緯線は 43 度、堀田

図に較べて精度が高い（第６図）。 

 ビロウーミツイシ間の地名は 17 カ所と堀田図より大幅に増え、出来るだけ地理情報を多く書こう

とする（（２２２２））。この違いは、堀田図が海上輸送ルートづくりのために作成されたCHART（海図）である

のに対して、伊能図は陸行時に使用する陸上測量図（MAP）だったことに起因するのではないかと推

量する。 

  

４．その後のシヤマニ 

（１）その後の神風丸と長川     

アツケシで仁助の堀田仁助測量隊を降ろした神風丸は、当初の予定通り、東蝦夷地各地の湊に寄

りながら江戸に戻ったと思われる。神風丸には蝦夷地での造船のために伊豆国出身の船大工作次郎が

乗っていたが、彼はシヤマニで降りたと見られる。 

寛政 12（1800）年、戸川安倫や大河内政良の東蝦夷地巡見に随行してクナシリ島まで赴いた吉田

有利が、神風丸建造にさきがけて蝦夷地御用掛が「蝦夷地でも造船する予定」だったと記し、シヤマ

ニでは伊豆や浦賀から移り住んだ船大工が幕府御用船の建造に従事していて、帆柱 5 本の飛龍丸

（1400石積）はじめ惣矢倉の４艘が建造されていると記録する（（２２３３））。 

  筆者は、仁助とともに蝦夷地に向かった作次郎こそ、長川の指揮下で最新の造船技術を習得して

蝦夷地に入った船大工ではなかったかと推量する。彼は下北から渡って来た多くの船大工とともに造

船に携わったのではないだろうか。 

  神風丸は、翌年南部藩内で破損したが、改修して如神丸と改名。その後長く蝦夷地御用船として

運用された（（２２４４））。 

長川は文政 2（1819）年にイザリ・ムイザリ漁業権紛争の際にイシカリ詰幕吏に任じられたことが

判っているが（（２２５５））、、それ以降の動向は不明である（（２２６６））。 

  

（２）その後のシヤマニ     

享和元（1801）年６月 24 日、松平忠明に随行して蝦夷地を巡った磯谷則吉(いそがやのりよし)が

シヤマニを訪れた際、半分以上完成した幕府御用船の景福丸（1400 石）、万金丸（1200 石）、千春丸

（600石）、豊泰丸（800石）、矢祐丸（600石）の５艘が浜に並び、周辺には数多くの大工・鍛冶屋や

工事関係者の小屋があると記す（（２２７７））。 

 寛政 11 年から文化元年にかけて造営された幕府御用船の船名が羽太正養『休明光記』に載る。幕

府は寛政 11 年（1799）から文化元年（1804）2９ 艘の御用船を所有していたが、そのうち4割ほど

の 11 艘がシヤマニで造られた（（２２９９））。それによれば、寛政 13 年と享和元年の 2 年間にシヤマニで次

の船が建造された。 
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寛寛政政 1133 年年（（６６艘艘））――飛龍丸（1400 石積）、翔鳳丸（1500 石積、享和 3年ヤムクシナイで破船）、

濟通丸（650石積）、鳴鶴丸（600石積、其年シヤマニで破船）、萬春丸（450石積）、萬全丸（1500

石積、文化2年南部で破船し、翌年大畑で修復）。 

享享和和元元年年（（５５艘艘））――景福丸（1400 石積、享和 3年上総守谷沖で破船）、千春丸（650石積）、吉祥

丸（700 石積）、天祐丸（650 石積）、天福丸（750 石積、文化 2 年南部で破船、翌年大畑で修復）

2288。。  

  

両年とも神風丸級の千石積以上の巨大な船が2艘ずつ造られている。 

シヤマニは東蝦夷地における造船の拠点として急速に発展し、本州から多くの職人が流入してき

た。このような状況を背景に文化 3（1806）年に蝦夷三官寺の一つ等澍院が建立されたのだろうと考

える。 

 

むすび 

本稿は、堀田仁助が寛政 11（1799）年秋のシヤマニ（様似）の景観をどのように表現したかを記

すとともに、その後のシヤマニについて推察したものである。 

⑴ 寛政 11（1799）年、浦川（浦河）以東の東蝦夷地は幕府直轄地（仮上知）となった。これにあ

わせて、幕府は多くの兵士と物資を東蝦夷地に送るための航路づくりに乗り出した。船手頭向

井将監配下の長川仲右衛門が総矢倉の唐船造りの神風丸を設計・造営。この船に天文方出役の

堀田仁助が乗り、天体観測しながら船の位置を同定して針路を決めた。 

⑵ 堀田は帰りに陸路をとり、東蝦夷地各地で測量しながら江戸を目指した。途中、工事半ばの様

似山道や本州からの移住者が集まりはじめた黎明期のシヤマニを簡潔に記録した。 

⑶ 堀田は 2 カ月以上の実地調査をもとに「従江都至東海蝦夷地針路之図」を製作した。この地図

では、踏査出来ずに遠くからの観察だけに終わった箇所は不正確であった。測定された緯度は

誤差があり、翌年の伊能忠敬の測定値に比べて精度が劣るものの、シヤマニ周辺の海岸地形は

比較的正確に表現されている。この地図によって、本州と東蝦夷地を結ぶ沖乗（外洋）航路が

拓かれた。 

⑷ 良港に恵まれたシヤマニは松前とアツケシの中間にあり、東蝦夷地での造船の拠点となり、翌

年から幕府御用船が次々に造営された。中には神風丸と同クラスの巨船も複数あった。 

以上である。 

 

アポイ岳から吹き降ろす風に乗ってオオワシが舞う。浜では真っ赤に塗られた沖乗用の官船がずら

りと並び、完成したばかりの船が、日の丸が描かれた帆を広げて港内に浮かぶ。その間を地乗（沿岸

航路）船が行きかう。エンルム岬と本土を結ぶトンボロには会所を中心に多くの建物が立ち並び、南

部藩士とともに多くの人が行きかっている。 

寛政13（1801）年から翌年にかけて、そのような壮大な景観が広がっていたと次世代を担う人々に

伝えていただきたいと強く願う。 
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【註】 

１．『従江都至東海蝦夷地針路之図』の「謹蒙（識語）」には「台命赴蝦夷悪消浦其要也記。海路所経之遠近舟船所

向之方角輿各地星度之異以便後来也（本図は幕命により蝦夷厚岸浦に赴いた大要を示したものです。海路を行く際

の船舶の方向と各地の緯度は今後の手がかりとなるでありましょう）」と記している。 

２．神英雄『堀田仁助―蝦夷地を測った津和野藩士－』（山陰中央新報社、2023年）。 

３．安達裕之『異様の船 洋式船導入と鎖国体制』（平凡社選書、1995年）129・130頁および313頁。中嶋康夫「幕

府御用船「政徳丸」」（私家版）によれば、長川は飛騨屋久兵衛の船頭として活躍していたという。長川仲右衛門

の大畑における居住地は現在の大畑町湊村104番地という。 

４．「異国境御取締之儀ニ付存寄趣御内密申上候書付」（『近藤重蔵蝦夷地関係史料１』、東京大学出版会、1984

年）52・53頁。 

５．安達裕之前掲註３．313頁。 

６．笹澤魯未『宇曽利百話』（下北郷土会、1961年）。アワビ貝は長川が蝦夷地に出かける際に奉納したという伝承

もある。 

７．『臼井家文書』上巻（横須賀史学研究会編『浦賀奉行所史料』第１集、1967年）407頁。 

８．安達前掲註３．146～150頁。安達は神風丸を総矢倉の唐船造りだったのではないかと考察する。 

９．鈴木周助『蝦夷地開国之記』（函館中央図書館蔵）。船の装備については安達前掲註３を参照した。 

10．前掲註９に同じ。 

11．神前掲註２．130頁。 

12．神英雄「地理学者堀田仁助と西洋式地図」（『島根地理学会５０周年記念誌』、2017年）。このほか米スタンフ

ォード大学に『天文方従江戸蝦夷地之手控日記』がある。 

13．島谷直吉『最上徳内』（吉川弘文館、1989年）138頁。 

14．鳥谷前掲註13に同じ。138～140頁。 

15．山下真由美「「蝦夷地への派遣―島田（谷）元旦が果たした役割とその成果」（『鳥取県立博物館研究紀要』

49、2012年）97―125頁。  

16．えりも町教育委員会中岡利泰氏および様似町大野徹人氏のご教示による。 

17．谷元旦『蝦夷紀行』（朝日出版、1973年）37頁。 

18．谷前掲註17．54頁。 

19．様似郷土館・榎本尊氏計測。 

20．谷前掲註17．39頁。 

21．千葉県企画部広報県民課編『伊能忠敬測量日記１』（千葉県、1988年）。 

22．伊能図記載の地名については、中岡利泰「間宮林蔵測量図に記載されたえりも地域の地名について」（『えりも

研究』13、2016年）を参考にした。 

23．吉田有利『東蝦夷地日記 』（1802年写、北海道大学北方資料室蔵）。 

24．羽太正養『休明光記』（「新撰北海道史」第5巻、1936年）。 

25．山田文右衛門『土人由来記』（札幌市教育委員会編『新札幌市史』第1巻（1989年）471・472頁）。イザリ・ム

イザリ漁業権紛争は、寛政12（1800）年に勃発した千歳アイヌとイシカリ川筋のアイヌとの間の紛争。文政３

（1820）年に終結した。 

26．長川の出身地である大畑では、文政元（1818）年10月19日に亡くなったと伝えられているが、根拠となった文献

は不明である。 
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寛寛政政 1133 年年（（６６艘艘））――飛龍丸（1400 石積）、翔鳳丸（1500 石積、享和 3年ヤムクシナイで破船）、

濟通丸（650石積）、鳴鶴丸（600石積、其年シヤマニで破船）、萬春丸（450石積）、萬全丸（1500

石積、文化2年南部で破船し、翌年大畑で修復）。 

享享和和元元年年（（５５艘艘））――景福丸（1400 石積、享和 3年上総守谷沖で破船）、千春丸（650石積）、吉祥

丸（700 石積）、天祐丸（650 石積）、天福丸（750 石積、文化 2 年南部で破船、翌年大畑で修復）

2288。。  

  

両年とも神風丸級の千石積以上の巨大な船が2艘ずつ造られている。 

シヤマニは東蝦夷地における造船の拠点として急速に発展し、本州から多くの職人が流入してき

た。このような状況を背景に文化 3（1806）年に蝦夷三官寺の一つ等澍院が建立されたのだろうと考

える。 

 

むすび 

本稿は、堀田仁助が寛政 11（1799）年秋のシヤマニ（様似）の景観をどのように表現したかを記

すとともに、その後のシヤマニについて推察したものである。 

⑴ 寛政 11（1799）年、浦川（浦河）以東の東蝦夷地は幕府直轄地（仮上知）となった。これにあ

わせて、幕府は多くの兵士と物資を東蝦夷地に送るための航路づくりに乗り出した。船手頭向

井将監配下の長川仲右衛門が総矢倉の唐船造りの神風丸を設計・造営。この船に天文方出役の

堀田仁助が乗り、天体観測しながら船の位置を同定して針路を決めた。 

⑵ 堀田は帰りに陸路をとり、東蝦夷地各地で測量しながら江戸を目指した。途中、工事半ばの様

似山道や本州からの移住者が集まりはじめた黎明期のシヤマニを簡潔に記録した。 

⑶ 堀田は 2 カ月以上の実地調査をもとに「従江都至東海蝦夷地針路之図」を製作した。この地図

では、踏査出来ずに遠くからの観察だけに終わった箇所は不正確であった。測定された緯度は

誤差があり、翌年の伊能忠敬の測定値に比べて精度が劣るものの、シヤマニ周辺の海岸地形は

比較的正確に表現されている。この地図によって、本州と東蝦夷地を結ぶ沖乗（外洋）航路が

拓かれた。 

⑷ 良港に恵まれたシヤマニは松前とアツケシの中間にあり、東蝦夷地での造船の拠点となり、翌

年から幕府御用船が次々に造営された。中には神風丸と同クラスの巨船も複数あった。 

以上である。 

 

アポイ岳から吹き降ろす風に乗ってオオワシが舞う。浜では真っ赤に塗られた沖乗用の官船がずら

りと並び、完成したばかりの船が、日の丸が描かれた帆を広げて港内に浮かぶ。その間を地乗（沿岸

航路）船が行きかう。エンルム岬と本土を結ぶトンボロには会所を中心に多くの建物が立ち並び、南

部藩士とともに多くの人が行きかっている。 

寛政13（1801）年から翌年にかけて、そのような壮大な景観が広がっていたと次世代を担う人々に

伝えていただきたいと強く願う。 
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【註】 

１．『従江都至東海蝦夷地針路之図』の「謹蒙（識語）」には「台命赴蝦夷悪消浦其要也記。海路所経之遠近舟船所

向之方角輿各地星度之異以便後来也（本図は幕命により蝦夷厚岸浦に赴いた大要を示したものです。海路を行く際

の船舶の方向と各地の緯度は今後の手がかりとなるでありましょう）」と記している。 

２．神英雄『堀田仁助―蝦夷地を測った津和野藩士－』（山陰中央新報社、2023年）。 

３．安達裕之『異様の船 洋式船導入と鎖国体制』（平凡社選書、1995年）129・130頁および313頁。中嶋康夫「幕

府御用船「政徳丸」」（私家版）によれば、長川は飛騨屋久兵衛の船頭として活躍していたという。長川仲右衛門

の大畑における居住地は現在の大畑町湊村104番地という。 

４．「異国境御取締之儀ニ付存寄趣御内密申上候書付」（『近藤重蔵蝦夷地関係史料１』、東京大学出版会、1984

年）52・53頁。 

５．安達裕之前掲註３．313頁。 

６．笹澤魯未『宇曽利百話』（下北郷土会、1961年）。アワビ貝は長川が蝦夷地に出かける際に奉納したという伝承

もある。 

７．『臼井家文書』上巻（横須賀史学研究会編『浦賀奉行所史料』第１集、1967年）407頁。 

８．安達前掲註３．146～150頁。安達は神風丸を総矢倉の唐船造りだったのではないかと考察する。 

９．鈴木周助『蝦夷地開国之記』（函館中央図書館蔵）。船の装備については安達前掲註３を参照した。 

10．前掲註９に同じ。 

11．神前掲註２．130頁。 

12．神英雄「地理学者堀田仁助と西洋式地図」（『島根地理学会５０周年記念誌』、2017年）。このほか米スタンフ

ォード大学に『天文方従江戸蝦夷地之手控日記』がある。 

13．島谷直吉『最上徳内』（吉川弘文館、1989年）138頁。 

14．鳥谷前掲註13に同じ。138～140頁。 

15．山下真由美「「蝦夷地への派遣―島田（谷）元旦が果たした役割とその成果」（『鳥取県立博物館研究紀要』

49、2012年）97―125頁。  

16．えりも町教育委員会中岡利泰氏および様似町大野徹人氏のご教示による。 

17．谷元旦『蝦夷紀行』（朝日出版、1973年）37頁。 

18．谷前掲註17．54頁。 

19．様似郷土館・榎本尊氏計測。 

20．谷前掲註17．39頁。 

21．千葉県企画部広報県民課編『伊能忠敬測量日記１』（千葉県、1988年）。 

22．伊能図記載の地名については、中岡利泰「間宮林蔵測量図に記載されたえりも地域の地名について」（『えりも

研究』13、2016年）を参考にした。 

23．吉田有利『東蝦夷地日記 』（1802年写、北海道大学北方資料室蔵）。 

24．羽太正養『休明光記』（「新撰北海道史」第5巻、1936年）。 

25．山田文右衛門『土人由来記』（札幌市教育委員会編『新札幌市史』第1巻（1989年）471・472頁）。イザリ・ム

イザリ漁業権紛争は、寛政12（1800）年に勃発した千歳アイヌとイシカリ川筋のアイヌとの間の紛争。文政３

（1820）年に終結した。 

26．長川の出身地である大畑では、文政元（1818）年10月19日に亡くなったと伝えられているが、根拠となった文献

は不明である。 
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27．磯谷則吉『蝦夷道中記』（1801年、宮内庁書陵部蔵）。 

28．前掲註24に同じ。なお、幕府官船は長川ゆかりの大畑でもつくられた。 

29．前掲註24に同じ。 

 

付記  

本稿は 2023 年歴史地理学会大会、2023 年日本地理学会秋季学術大会「地図・絵図資料の歴史 GIS

研究グループ」研究集会での発表報告での発表内容の一部を執筆したものである。また、様似町では

2020 年と 2023 年の 2 回、堀田仁助について報告する機会をいただいた。心よりお礼申し上げるもの

である。 

史料は〈岡宏三「史料紹介『蝦夷地開発記』と堀田仁助の由緒書」（島根県古代文化センター

『古代文化研究』17、2009 年）〉に導かれながら神智子が解読した。様似山道周辺の記述に際して

は、えりも町『猿留山道』（2017 年）、様似町教育委員会『様似山道』（2017 年）に多くの示唆を

受けた。さらに本稿執筆に際して以下の方々にご教示いただいた。記して感謝の意を表したい。佐々

木龍雲氏、佐々木良子氏、様似町教育委員会、えりも町教育委員会中岡利泰氏、余市町教育委員会髙

橋美鈴氏、函館市中央図書館、北海道大学附属図書館北方資料室、香取市立伊能忠敬記念館、津和野

町郷土館、青森県むつ市傳法久昭氏、同中嶋康夫氏（順不同）。 

（歴史地理学、島根地理学会会長） 

  

付１ 『幻空雑記』抜（函館市中央図書館蔵）  

会○△ホロイツミ、弁天有、シヤマニェ七里、 

海岸△所々ニ有、二カンヘツ、其外小に川三四、ホルマヘツ、景色甚し、 

大峠、中峠、新キクシニ、此辺蝦夷松多し、又小峠ノホシイ峠、此処新道有、不通、古道を通る、大

成御普請小屋有、浜辺へ出し、 

ブヨヤスヤㇳ云処ニ大岩有、●ニ如此古今名岩也高サ十二三間位、横十五間位、其中ニ穴有、二間半

位、横三間位有、如図穴貫有之、 

会○△シヤマニ、浦川ェ三里半、海岸大岩有景好、神仏共有、牛馬多く居、詰合御書院番長坂忠七郎

殿、村上次郎左衛門、安藤巳之介、中村小一郎、此処ニ大き成家、当年初て出来す、掘貫井出来、奥

二高山多し、此処ヘ云儀ゟ被仰付、大工、屋根葺、鍛冶屋、舟大工、杣、豆腐屋、其外諸職人渡り

居、幷蝦夷人共、百姓を見習、作物沢山ニ有、 

△ホロベツ、同川、会○△浦川、三ツ石ェ五里廿町、作物多シ、神社仏閣有、牛馬多く、居詰合御寄

合衆村上三郎左衛門殿、庵原久作、此所ヘ津軽家ゟ勤番大勢詰居、 

△ヲヤウシ、△エカンライ、□ウラカ川舟、是迄御用地、従松前領村々江松前ゟ 

番人付ㇽ、当十月下旬、松前より十二里奥、知内ト云所迄、又々御用地ニ被仰付候、 

 

付２ 『蝦夷地開国之記』抜（函館市中央図書館蔵） 

ホロイツミ会○△弁天建立、シヤマニ江七里、海岸通り所々ニ△有、二カン川、其外小川三四有、ホ

ルマ川、此辺景色甚シ、大峠、中峠、新キクシニト云山、此辺蝦夷松多シ、又小峠ノホシイ峠、此所

本道新道也、不通、古道ヲ通ル、〇大成御普請小屋有、夫ゟ浜辺へ出、ブヨヤスヤト云処大岩有、此
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所海岸、如此、古今名岩也、其中に如図穴有、（岩高サ十二三間位横十五間位、穴高サ二間半位、横

三間位ナリ）。 

ホロイヅミ会○△此所詰合（長坂忠七郎殿、村上次郎左衛門、安藤巳之介、中村小一郎） 

シヤマニ浦川江三里半、海岸ニ大岩有、景色甚ㇱ、神も仏も建立候ハ、此所へ牛馬多ク渡ル、御役人

方冬分此所へ集リ越年被致候、大成家、御役所出来ス、其外建家有、掘貫井出来ス、奥に高山有、其

外諸職人渡リ居、蝦夷共諸職見習、作物多し、△ホロ川、又小川、△有、海辺通り 

浦川会○△三ツ石江五里廿丁、此所詰合（村上三郎左衛門殿、庵原久作） 

神社仏閣有、牛馬多ク、作物多シ、 

津軽出羽守殿ヘ勤番詰被仰付、此所ヘ津軽家ゟ頭分目付、其外諸役人、又足軽弐百人召連、五ケ所程

番所ヲ建、相守、 

海岸道、△ヲヤウシ、△エカンライ、□ウラカ川舟、 

最初是迄御用地ニ被召上候処、又候当十月下旬、松前ヨリ十二里離、知内村ト云処有、亦々是迄御用

地ニ被仰付候、 

 

付３ 『蝦夷地開発記』抜（北海道大学附属図書館北方資料室蔵） 

ホロイツミ会○△弁天建立、シヤマニへ七里、海岸通所々ニ△有、 

二カン川、其外小川三四有、ホルマ川、此辺景色吉、大峠、中峠、新キクシニと言山也、此辺蝦夷松

多し、又小峠ノホジイ峠、此所本道新道也、不通、古道を通ル、〇大成御普請小屋有、夫ゟ浜辺へ

出、ブヨヤスヤと言に大岩有、此所海岸、如斯、古今の名岩也（高サ十二三間位、横三間位）横十五

間 

位、其中に如図穴有、穴高サ二間半位 

会○△シヤマニ、浦川江三里半、此所詰合（長坂忠右衛門殿、井上次郎左衛門、安藤巳之介、中村小

一郎） 

（海岸に大岩有、景色甚吉、神仏ともに建立ス） 

是所へ牛馬多く渡る、御役人方冬分此所へ参集、越年也、大成る家、御役所に出来ス、其外大成建家

有、掘貫井出来ス、奥に高山有、其外諸職人渡り居、蝦人も諸職見習、作者多し、△ホロ川、又小

川、△有、海辺通り 

浦川会○△三ツ石ェ五里廿丁、此所詰合（村上三郎左衛門殿、庵原久蔵） 

神社仏閣有、牛馬多く、作物多シ、 

津軽出羽守殿江勤番詰仰付、此所ヘ津軽家ゟ番頭、者（ママ）頭、目附其外諸役人、又足軽弐百人召

連、五ケ所程家を建、相守、海岸道△ヲヤウシ、△エカンライ、□ウラカ川舟、是迄御用地、従松前

領村々江松前ゟ番人付ㇽ、当十月下旬、松前より十二里奥、知内ト云所迄、又々御用地ニ被仰付候、 
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27．磯谷則吉『蝦夷道中記』（1801年、宮内庁書陵部蔵）。 

28．前掲註24に同じ。なお、幕府官船は長川ゆかりの大畑でもつくられた。 

29．前掲註24に同じ。 

 

付記  

本稿は 2023 年歴史地理学会大会、2023 年日本地理学会秋季学術大会「地図・絵図資料の歴史 GIS

研究グループ」研究集会での発表報告での発表内容の一部を執筆したものである。また、様似町では

2020 年と 2023 年の 2 回、堀田仁助について報告する機会をいただいた。心よりお礼申し上げるもの

である。 

史料は〈岡宏三「史料紹介『蝦夷地開発記』と堀田仁助の由緒書」（島根県古代文化センター

『古代文化研究』17、2009 年）〉に導かれながら神智子が解読した。様似山道周辺の記述に際して

は、えりも町『猿留山道』（2017 年）、様似町教育委員会『様似山道』（2017 年）に多くの示唆を

受けた。さらに本稿執筆に際して以下の方々にご教示いただいた。記して感謝の意を表したい。佐々

木龍雲氏、佐々木良子氏、様似町教育委員会、えりも町教育委員会中岡利泰氏、余市町教育委員会髙

橋美鈴氏、函館市中央図書館、北海道大学附属図書館北方資料室、香取市立伊能忠敬記念館、津和野

町郷土館、青森県むつ市傳法久昭氏、同中嶋康夫氏（順不同）。 

（歴史地理学、島根地理学会会長） 

  

付１ 『幻空雑記』抜（函館市中央図書館蔵）  

会○△ホロイツミ、弁天有、シヤマニェ七里、 

海岸△所々ニ有、二カンヘツ、其外小に川三四、ホルマヘツ、景色甚し、 

大峠、中峠、新キクシニ、此辺蝦夷松多し、又小峠ノホシイ峠、此処新道有、不通、古道を通る、大

成御普請小屋有、浜辺へ出し、 

ブヨヤスヤㇳ云処ニ大岩有、●ニ如此古今名岩也高サ十二三間位、横十五間位、其中ニ穴有、二間半

位、横三間位有、如図穴貫有之、 

会○△シヤマニ、浦川ェ三里半、海岸大岩有景好、神仏共有、牛馬多く居、詰合御書院番長坂忠七郎

殿、村上次郎左衛門、安藤巳之介、中村小一郎、此処ニ大き成家、当年初て出来す、掘貫井出来、奥

二高山多し、此処ヘ云儀ゟ被仰付、大工、屋根葺、鍛冶屋、舟大工、杣、豆腐屋、其外諸職人渡り

居、幷蝦夷人共、百姓を見習、作物沢山ニ有、 

△ホロベツ、同川、会○△浦川、三ツ石ェ五里廿町、作物多シ、神社仏閣有、牛馬多く、居詰合御寄

合衆村上三郎左衛門殿、庵原久作、此所ヘ津軽家ゟ勤番大勢詰居、 

△ヲヤウシ、△エカンライ、□ウラカ川舟、是迄御用地、従松前領村々江松前ゟ 

番人付ㇽ、当十月下旬、松前より十二里奥、知内ト云所迄、又々御用地ニ被仰付候、 

 

付２ 『蝦夷地開国之記』抜（函館市中央図書館蔵） 

ホロイツミ会○△弁天建立、シヤマニ江七里、海岸通り所々ニ△有、二カン川、其外小川三四有、ホ

ルマ川、此辺景色甚シ、大峠、中峠、新キクシニト云山、此辺蝦夷松多シ、又小峠ノホシイ峠、此所

本道新道也、不通、古道ヲ通ル、〇大成御普請小屋有、夫ゟ浜辺へ出、ブヨヤスヤト云処大岩有、此
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所海岸、如此、古今名岩也、其中に如図穴有、（岩高サ十二三間位横十五間位、穴高サ二間半位、横

三間位ナリ）。 

ホロイヅミ会○△此所詰合（長坂忠七郎殿、村上次郎左衛門、安藤巳之介、中村小一郎） 

シヤマニ浦川江三里半、海岸ニ大岩有、景色甚ㇱ、神も仏も建立候ハ、此所へ牛馬多ク渡ル、御役人

方冬分此所へ集リ越年被致候、大成家、御役所出来ス、其外建家有、掘貫井出来ス、奥に高山有、其

外諸職人渡リ居、蝦夷共諸職見習、作物多し、△ホロ川、又小川、△有、海辺通り 

浦川会○△三ツ石江五里廿丁、此所詰合（村上三郎左衛門殿、庵原久作） 

神社仏閣有、牛馬多ク、作物多シ、 

津軽出羽守殿ヘ勤番詰被仰付、此所ヘ津軽家ゟ頭分目付、其外諸役人、又足軽弐百人召連、五ケ所程

番所ヲ建、相守、 

海岸道、△ヲヤウシ、△エカンライ、□ウラカ川舟、 

最初是迄御用地ニ被召上候処、又候当十月下旬、松前ヨリ十二里離、知内村ト云処有、亦々是迄御用

地ニ被仰付候、 

 

付３ 『蝦夷地開発記』抜（北海道大学附属図書館北方資料室蔵） 

ホロイツミ会○△弁天建立、シヤマニへ七里、海岸通所々ニ△有、 

二カン川、其外小川三四有、ホルマ川、此辺景色吉、大峠、中峠、新キクシニと言山也、此辺蝦夷松

多し、又小峠ノホジイ峠、此所本道新道也、不通、古道を通ル、〇大成御普請小屋有、夫ゟ浜辺へ

出、ブヨヤスヤと言に大岩有、此所海岸、如斯、古今の名岩也（高サ十二三間位、横三間位）横十五

間 

位、其中に如図穴有、穴高サ二間半位 

会○△シヤマニ、浦川江三里半、此所詰合（長坂忠右衛門殿、井上次郎左衛門、安藤巳之介、中村小

一郎） 

（海岸に大岩有、景色甚吉、神仏ともに建立ス） 

是所へ牛馬多く渡る、御役人方冬分此所へ参集、越年也、大成る家、御役所に出来ス、其外大成建家

有、掘貫井出来ス、奥に高山有、其外諸職人渡り居、蝦人も諸職見習、作者多し、△ホロ川、又小

川、△有、海辺通り 

浦川会○△三ツ石ェ五里廿丁、此所詰合（村上三郎左衛門殿、庵原久蔵） 

神社仏閣有、牛馬多く、作物多シ、 

津軽出羽守殿江勤番詰仰付、此所ヘ津軽家ゟ番頭、者（ママ）頭、目附其外諸役人、又足軽弐百人召

連、五ケ所程家を建、相守、海岸道△ヲヤウシ、△エカンライ、□ウラカ川舟、是迄御用地、従松前

領村々江松前ゟ番人付ㇽ、当十月下旬、松前より十二里奥、知内ト云所迄、又々御用地ニ被仰付候、 

  

-91-

32500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   9132500272_samani_kiyo5#honbun#1-100.indd   91 2025/03/21   11:19:262025/03/21   11:19:26



 

 

- 87 - 

 

第1図 『従江都至東海蝦夷地針路之図
えどよりとうかいをえぞちにいたるしんろのず

』（津和野町郷土館提供） 

 

 

第 2図 堀田仁助が描いた「冬島の穴岩」（『幻空雑記』） 
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第 3図 現在の冬島 

 

 
第 4図 谷元旦が描いた冬島（谷元旦『蝦夷地紀行』。朝日出版より）  
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第 2図 堀田仁助が描いた「冬島の穴岩」（『幻空雑記』） 
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第 3図 現在の冬島 

 

 
第 4図 谷元旦が描いた冬島（谷元旦『蝦夷地紀行』。朝日出版より）  
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